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［別添１］ 

平成２３年３月３１日 

 

平成２２年度実施 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 成果報告書 

 

実施団体名 特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

特定非営利活動法人プロジェクトゆうあい 

代表団体名 特定非営利活動法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

 

事業名称  

障がい者（高齢者）の旅を受け入れ地から支援する全国情報ネットワークシステムの構築 

 

１ 事業実施概要 

障がい者にとって、旅行をするためにはさまざまな障壁をのりこえていかなければならないが、適

切な情報を得ることでその多くは解消することができる。これまで、各地域のバリアフリー情報は、

各地域からの情報発信であったが、ＩＣＴを活用した全国ネットワーク化によって情報を一元化し、

利便性を大幅に向上させることが可能である。本事業では、全国のモデルとなる 15 地域選定し、そ

れらの地域の観光に関連した施設（宿泊、飲食、交通、観光施設）のバリアフリー情報を現地調査の

もと整理し、ポータルサイトを通じて情報発信する。また、視覚障がい者など情報弱者のための情報

発信の仕組みも構築する。 

 

２ 目標の進捗状況 

(1) 目標の進捗率 

指標 目標値 
結果の数

値 
達成状況 計測方法・出展等 

サイトのア

クセス数 

300 件／

日 

－ × 

システム構築に３月後半まで

かかり、ポータルサイト公開

日が３月 31 日となったこと

から、外部からのアクセス数

把握にまで至らなかった。 

 

・アクセス数の把握 

・サイト利用者からの声

（アンケート） 

各 法 人 の

旅 行 者 の

相談件数 

100 件／

日 

－ × 

システム構築に３月後半まで

かかり、ポータルサイト公開

日が３月 31 日となったこと

から、相談件数把握にまで至

らなかった。 

各地域の運用団体へ

の聞き取りによる把握 

※○目標を達成。△目標の概ね６０％以上達成 ×上記以外
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(2) 進捗率の理由（達成状況が△又は×の場合はその理由） 

・システムの仮公開（関係者のみ）が１月末であり、その後の詳細なシステムの調整、デザイン

の仕上げなどを経て、一般に向けての公開が３月末となった。そのため、本事業期間中に、一般

利用者による評価を十分得るまでに至らなかった。 

・その要因として、バリアフリー情報の提供に関しては、各地域の団体によるバリアフリー調査

の実施と、データの整理作業に２月末までかかったことがあげられる。 

・また、ＳＮＳについては当初、地域ＳＮＳであるオープンＳＮＰを活用することで、早めの立

ち上げ、運用開始を行う予定であったが、その利用許諾に関して開発者側との調整に時間を要す

ることから、他のＳＮＳシステムであるリージョナルＳＮＳを活用することに変更となった。そ

の結果、当初予定よりもずれこみ、３月初頭の試験運用開始、各種のシステム調整を施した上で

３月末の本格運用となった。 

 

３ 事業による成果 

(1) 事業による成果（アウトプット指標） 

。 

項 目 成果指数 備考（成果指数の説明等） 調査時期 

利用者の参加回数（ア

クセス回数） 

事業期間中のサイト

公開とならなかった

ため、成果把握できず 

ポータルサイト「全国バリ

アフリー旅行情報」のアク

セス数 

 

利用者登録数（サイト

の利用者数） 

同上 上記サイトの利用者数  

利用件数（相談件数） 同上 電話、メール等による各団

体への相談数 

 

一人当たりの利用頻

度・リピート率 

同上 サイトアクセスのリピート

数 

 

目的観光地までの到

達時間 

同上 問い合わせをした人が旅行

のプランニングにかかる時

間 

 

情報発信件数 50 コメント ※関係

者コメントのみ 

ブログの発信、コメント数 ３月 

販売商品数 事業期間中のサイト

公開とならなかった

ため、成果把握できず 

サイトを通じた宿泊施設等

への誘客数 

 

ＩＣＴ人材育成数 42 名（14 団体×3 名） デイジーデータの制作手法

取得／ウェブアクセシビリ

ティの考え方、技術習得 

１月～３月 

プログラム（バリアフ

リー研修）数 

5 プログラム バリアフリー研修の実施

（観光関連団体等） 

１月～３月 
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(2) 事業による社会的効果等（アウトカム指標） 

 

項 目 事業成果 調査内容 算出方法 調査時期 

サイトを通じ

た問い合わせ

（相談）数 

事業期間中のサイト公

開とならなかったため、

成果把握できず 

   

サイトをきっ

かけになされ

た旅行者の数

（障害者、健常

者） 

同上。ただし、本事業に

よるモニタリングツア

ー参加者の合計は 30

名。 

各団体への聞

き取り調査 

全国各団体から

の報告にもとづ

き算出 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 

旅行者の評価

（主観にもと

づく感想） 

モニタリングツアー参

加者からは、試験運用の

サイトを活用していた

だいた上での参加とな

ったが、いずれも安心し

て旅ができた、などの声

があり、評価は高かっ

た。 

モニタリング

ツアー参加者

については、

アンケートの

実施 

モニタリングツ

アー参加者につ

いては、アンケー

トの意見にもと

づく 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 

事案発生数（旅

行時の事故） 

モニタリングツアー実

施による事故はなし。 

全国各団体へ

の聞き取り 

全国各団体から

の報告にもとづ

く 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 

カルテシステ

ムの活用数 

 

 

 

 

事業期間中のサイト公

開とならなかったため、

成果把握できず。 

ただしモニタリングツ

アー実施における活用

は約 30 回活用された。 

全国各団体へ

の聞き取り 

全国各団体から

の報告にもとづ

く（モニタリング

ツアーの延べ参

加者数と同数） 

 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 

 

 

 

カルテシステ

ム利用による

法人の評価（主

観的な評価） 

モニタリングツアー参

加者に対して、カルテシ

ステムを試験運用させ

たが、カルテ記入とその

活用について、障がいを

把握するポイントが明

確になったなど、各地域

の団体からの評価は高

かった。 

モニタリング

ツアー実施後

のアンケート 

モニタリングツ

アーについては、

各団体へのアン

ケートの意見に

もとづく 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 
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4 システム設計書 

  別添２のとおり。 

   

カルテシステ

ム利用による

利用者の評価

（主観的な評

価） 

モニタリングツアー参

加者に対して、カルテシ

ステムを試験運用させ

たが、数人が複数地への

ツアーに参加しており、

その際のカルテ活用が

有効であることが分か

った。 

モニタリング

ツアー実施後

のアンケート 

モニタリングツ

アー参加者につ

いては、アンケー

トの意見にもと

づく 

２～３月（モ

ニタリングツ

アー） 

（各地域のバ

リアフリーサ

イト）システム

利用による法

人の評価（主観

的な評価） 

事業期間中のサイト公

開とならなかったため、

成果把握できず。 

なお、各団体ＨＰのウェ

ブアクセシビリティ改

善については利用しや

すさ改善の点で評価さ

れた。 

各法人への聞

き取り 

各法人への聞き

取り意見の抽出 

３月 

（各地域のバ

リアフリーサ

イト）システム

利用による利

用者の評価（主

観的な評価） 

事業期間中のサイト公

開とならなかったため、

成果把握できず。 

 

 各法人への聞き

取り意見の抽出 
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＜システム運用結果＞ 

１ システム運用で得られた成果 

 

●全国観光地のバリアフリー情報サイトのスタンダードへ 

・全国１４団体による１５地域の観光地に関する 1000 を超えるバリアフリー情報が、一元的にホー

ムページから閲覧できるようになったことは、これまでにない画期的な成果と言える。グーグルマ

ップを活用して、各地域のバリアフリー調査ポイントを閲覧できるようになっているが、全国に調

査ポイントが展開されている様子は圧巻である。本事業によってつくられたポータルサイトが、地

域をベースとしたバリアフリー情報提供のサイトのスタンダードになること間違いないであろう。 

・サイトの構築だけでなく、各地域から情報提供を受ける筋道づくり、各団体に対する研修の仕組み

を構築したことも大きな成果である。本サイトに参画する団体、地域は平成２３年度以降、さらに

募っていく予定であるが、サイトが運用されることで効果を分かりやすく示すことが可能になった。 

●様々な障がい者の仕事づくりにつながる 

・その一方、バリアフリー調査や、デイジー製作を全国各地の団体が実施する中で、それら団体に所

属するあるいは関係を持つ、様々な障がい者が、その作業に関わることができた。例えば、東京の

橋澤氏は、脳性まひであるが、足の指を繰って観光情報をテキスト入力してデイジーファイルを作

成し、その成果品を島根の視覚障害者が読み上げソフトを活用して確認する、ということもあった。 

●ウェブアクセシビリティの技術習得が地域ビジネスに 

・ウェブアクセシビリティの分野は、まだ全国的にも認知が低い状況であるが、本事業を通じて各地

域でバリアフリー情報発信に取り組む団体がその技術を習得することができた。それらの団体がウ

ェブアクセシビリティの分野でも各々の地域で、指導的な役割を担うことが期待され、それが各団

体の事業収益にもつながっていくであろう。その意味では事業開発と雇用創出にもつながる取り組

みができたと言える。 

●全国のネットワーク組織に 

・本事業の終盤、３月１１日に、東北で大災害が起こったが、このときに松江で本事業の最終会議が

開かれており、仙台、福島からは４名が参加していた。本事業を通じて得られた信頼関係によって、

東京の団体を通じて紹介された家で一時滞在し、難をのがれるということがあった。また、震災に

関連した様々な情報が、本事業によって構築されたＳＮＳによって行き交うという、想定外の利用

もあった。 

・本事業を通じて再委託をした全国各地域の団体と、本事業の実施主体である伊勢志摩バリアフリー

ツアーセンター、プロジェクトゆうあいは、委託者、受託者という関係を超えて全国でバリアフリ

ーの旅行を推進するという大きな目標のもと、地域間の強いネットワークを構築することができた。 

●バリアフリーの旅を楽しむ全国フォーラム開催へ 

・３月に松江市で開催された第４回地域協議会の翌日に、「バリアフリー旅行を楽しむ全国フォーラ

ム」が開催され、本事業の関係者だけでなく、行政、観光事業者、福祉団体、研究者等約 150 名が

集まるフォーラムが開かれた。バリアフリーの旅行の推進をテーマにした様々な会議がこれまでも

各地で開かれてはいるが、全国規模での開催は、はじめてのことと言っていいだろう。本事業の実

施が、このフォーラムの開催にもつながったことは極めて大きな成果である。 
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２ 平成２２年度事業実施において明らかとなった課題 

 

●バリアフリー調査受入側の意識づくりの問題 

・観光地に関するバリアフリー情報を収集する際に、宿泊施設、飲食施設等に対して調査の依頼を行

い、その了解を得たところに対して調査する、という方法を原則としているが、残念ながら断られ

るケースが多い。「わたくしどもの施設はバリアフリーがまだ十分ではありませんので・・」とい

うような理由がほとんどである。本サイトに掲載している情報は、かならずしも、バリアフリーの

施設が十二分に揃っているところのみを取り上げているわけではない。バリアが多くあるとしても、

それがどのような状況なのかを写真、コメントで説明することによって、旅行者の側でどのように

対処することができるか、その判断するための材料を提供する、ということに大きな意味があると

考えている。 

・しかし、そのような意図を理解していただく、ということが難しいと感じることが多かった。各施

設のバリアフリー、そしてバリアの公開に対する意識づくりを、地道に根気強く広めていく必要が

ある。なお、そのような厳しい状況でもこれら調査が、その地域ごと、その地域の団体が実施した

ということで、施設との信頼を得られ、調査をスムーズに進めることができたことは確かである。 

 

●デイジー情報がサピエ図書館にアップされない 

・視覚障がい者等に対する観光情報提供の手段として、デイジー情報の制作を行い、本サイトを通じ

て公開をすることとしたが、あわせて情報のアップロードを検討していた視覚障がい者の多くが利

用するＷＥＢ図書館である「サピエ図書館」（全国視覚障がい者情報提供施設協会による運営）で

は、このコンテンツのアップロードが、現時点では難しいことが分かった。合成音声ソフトを活用

した、デイジー3.0 形式のデータに、サピエ図書館がまだ対応していないことがその要因であるが、

サピエ側で現在その対応を検討中であるとの回答を得ており、１～２年の間にはよい方向に向かう

ものと考えている。 

 

 

３ 自律的・継続的運営の見込み 

  

・本事業に参画した（委託した）各団体から、サイト運営の名目で会費を徴収する予定。 

・新規に本サイトに登録したい、という地域（団体）を募り、そこからの研修費、登録費を見込む。 

・本サイトの運営に協賛してくださる民間企業との提携を検討する。提携企業からの協賛金、広告費

収入を見込む。 

・以上の事業収入をもとに、伊勢志摩バリアフリーツアーセンター及びプロジェクトゆうあいの事業

共同体として名付けた「日本バリアフリー旅行推進機構」が、本サイトを自律的に運営していく。 

 

４ 今後の展開方針 

 

・平成２２年度の実施事業においては１４地域の登録となったが、さらに登録地点を増加させ、最終
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的には全県を網羅する情報を集めたい。 

・平成２２年度の実施事業においては、各地域平均１００施設前後の情報がアップロードされたが、

それらの地域情報を、さらに充実させていく。 

・ツイッター、既存ブログとの連携や、施設の検索しやすさ向上などユーザビリティのより高いサイ

トへシステムの改良を図る。 

・旅のコミュニティ（ＳＮＳ）機能について、利用者の呼びかけを進めるとともに、活発な活用が図

られるよう、適切な情報を随時与えるなど、運営側での様々な工夫を行っていく。 
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５ その他 

 

●新聞記事 

・山陰中央新報記事 平成２３年３月１２日 
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・山陰中央新報記事 平成２３年３月２３日 

 

 

・毎日新聞記事（島根版） 平成２３年４月１日以降に掲載予定（サイト公開とあわせて） 
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●再委託事業者（地域団体）とのネットワーク会議の様子 

 

１）伊勢志摩ネットワーク会議 （第１回地域協議会を兼ねた会議） 

日時：平成２２年９月９日午後～10 日午前   

会場：鳥羽シーサイドホテル 

参加者：15 団体、45 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議全体の様子              鳥羽市長あいさつ 

 

２）嬉野会議 （第２回地域協議会を兼ねた会議） 

日時：平成２２年１２月２０日午後～２１日午前   

会場：嬉野温泉 和多屋別荘（旅館） 

参加者：15 団体、45 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議全体の様子              接遇方法の研修の様子 
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３）東京会議 （システム説明） 

日時：平成２２年１月３１日 午後   

会場：東京 シーサイドホテル芝弥生 2F 

参加者：15 団体、30 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議全体の様子               システム開発者のワコムアイティ担当者説明 

 

 

４）松江会議 （第４回地域協議会を兼ねた会議） 

日時：平成２３年３月１１日 午後   

会場：松江市 島根県民会館会議室 

参加者：15 団体、45 名  

 

松江会議の様子              代表の中村元あいさつ 
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４）バリアフリーの旅を楽しむ全国フォーラム in しまね（本事業と連携したイベント） 

日時：平成２３年３月１２日 午前～午後   

会場：松江市 くにびきメッセ国際会議場 

参加者：20 団体、150 名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォーラム全体の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市松浦市長あいさつ         団体の取り組みの展示の様子 
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＜人材育成状況説明書＞ 

①申請主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

 

１ ＩＣＴ人材の育成人数 

 

●バリアフリー情報の収集、整理、発信について 

・14団体×４名（平均）＝56名 

・うちわけ  障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 20名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 36名 

●デイジーについて 

・14団体×3名（平均）＝42名 

・うちわけ  障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 15名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 27名 

●ウェブアクセシビリティについて 

・14団体×3名（平均）＝42名 

・うちわけ 障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 15名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 27名 

※上記３つの項目については、それぞれ人員は重なっている。 

 

 

２ ＩＣＴ人材の育成方法 

  

●バリアフリー情報の収集、整理について 

・９月９日～１０日に行われた伊勢志摩会議において、バリアフリー情報の収集方法、写真の撮影方

法、情報の整理の方法について、伊勢志摩バリアフリーツアーセンター担当者から、各団体に対

しての研修を行った。ツアーセンターとして旅行者からの電話の応対方法については、１２月の

嬉野会議において、実演をもとに説明を行った。 

●デイジーについて 

・９月９日～１０日に行われた伊勢志摩会議において、プロジェクトゆうあい担当者から、デイジー

の目的や使い方、制作方法について説明を行うとともに、専用ソフトの入手方法、ソフトの使い

方等について、マニュアルを制作し、各団体担当者に配布した。また、個別に制作に関する指導

を、メール、電話にて受け付けた。 

・また、デイジー再生端末の操作を習得した。 

●ウェブアクセシビリティについて 

・１２月の嬉野会議において、ＮＰＯ法人みんなのＩＣＴ担当者からウェブアクセシビリティの考え

方についての講義を行った。さらに同法人が、各地域団体（９団体）に直接出向き、事前に作成

した診断書をもとに各団体のウェブサイトに対する個別指導を行った。 

・各サイトの修正については、同法人から個別の指導を受けることとした。 
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３  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 

●バリアフリー情報の収集、整理、発信について 

・14団体×４名（平均）＝56名 

・うちわけ  障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 20名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 36名 

●デイジーについて 

・14団体×3名（平均）＝42名 

・うちわけ  障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 15名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 27名 

●ウェブアクセシビリティについて 

・9団体×2名＝18名 

・うちわけ 障がい者（ＮＰＯ等職員）：約 8名  健常者（ＮＰＯ等職員）：約 10名 

※上記３つの項目については、それぞれ人員は重なっている。 

 

 

４ ＩＣＴ人材の活用方法 

  

●バリアフリー情報の収集、整理、発信について 

・各地域のバリアフリー調査（観光施設、宿泊施設、飲食施設、交通施設、車椅子トイレ等）及び、

調査結果のデータ整理業務を実際に担ってもらった。 

・データをサイトにアップロード、編集する作業、旅のカルテの運用、ＳＮＳである旅のコミュニテ

ィを活用した情報発信を担ってもらった。 

●デイジーについて 

・各地域の観光地の情報について、デイジーのための情報収集、テキスト入力、デイジー編集（文字

登録）、デイジー変換にいたる一連の作業を実施してもらった。 

●ウェブアクセシビリティについて 

・ＮＰＯ法人みんなのＩＣＴの指導のもと、団体ごと、運営するホームページについてウェブアクセ

シビリティの改善を行った。（主にウェブ技術者） 
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５ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

●バリアフリー情報の収集、整理、発信について 

・平成２２年度事業では１４団体を対象としたが、今後はその団体数を増やしていきたいと考えてい

る。そのため、新規団体においては、平成２２年度と同様の研修を行い、人材育成を図っていく

考えである。 

・平成２２年度に育成した人材については、各団体ごとにバリアフリー情報を充実させていくことは

個々の取り組みとなっていくが、本年度身に付けた技術によって、データの収集やアップロード

してもらうことが可能である。 

●デイジーについて 

・観光地の情報源は、様々にあることから、それらを次から次へのデイジーに変換していくことは可

能である。また観光情報に限らず、自治体の広報誌などデイジー変換の技術は多岐に活用可する

ことができる。 

●ウェブアクセシビリティについて 

・ウェブアクセシビリティを十分に考えているサイトはまだまだ少ない。各地の団体がウェブアクセ

シビリティの技術を習得したことで、各地域の企業、行政などのサイトを診断し、サイトの改善に

道筋をつけることは可能である。 

・ただし、診断をするには、一定のスキルが必要であり、診断をするための集中的な研修、実習が、

さらに必要と考えている。 

  

 

②事業運営主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

１ ＩＣＴ人材の育成人数 

※申請主体と事業運営主体は同一のため①と同様の回答 

 

２ ＩＣＴ人材の育成方法 

 ※申請主体と事業運営主体は同一のため①と同様の回答 

 

３  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

  ※申請主体と事業運営主体は同一のため①と同様の回答 

 

４ ＩＣＴ人材の活用方法 

 ※申請主体と事業運営主体は同一のため①と同様の回答 

 

５ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

  ※申請主体と事業運営主体は同一のため①と同様の回答 
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＜実施体制説明書＞ 

１ 実施体制 

    

 

 

 

 

 

 

 

＜連携主体＞ 

●ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

●ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい 

 

●鳥羽市 

●松江市 

●株式会社ワコムアイティ 

・ポータルサイト構築 、ＳＮＳ構築、旅のカル

テシステム構築 

●ＮＰＯ法人みんなのＩＣＴ 

・ウェブアクセシビリティ、デイジー指導 

●NPO法人バリアフリーネットワーク会議（沖縄） 

●カムイ大雪バリアフリーツアーセンター 

●佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター 

●NPO法人バリアフリーネットワーク会議（沖縄） 

●ゆにふりみやぎ 

●NPOふくしまバリアフリーツアーセンター 

●NPO東京バリアフリーツアーセンター 

●NPO高齢者・障がい者の旅をサポートする会 

●伊豆バリアフリー研究会 

●NPOトラベルフレンズとっとり 

●四国バリアフリーツアーセンター 

●NPOバリアフリーネットワーク九州会議（福岡） 

●NPO呉サポートセンターくれシェンド 

●NPO法人バリアフリーネットワーク会議 

●しまねユニバーサルデザイン研究会 

地域協議会：事業の進行を管理 

システム構築等委託 

個別作業の管理 

個別作業の 

管理委託 各地域の作業委託 

・バリアフリー情報収集 

・デイジー制作 

・ウェブアクセシビリティ 

・モニタリングツアー 

情報提供 
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２ 各主体の役割 

 

 名称 役  割 

地域協議会 NPO伊勢志摩バリアフリーツアー

センター 

事業全体統括 

地域ネットワーク会議担当 

NPOプロジェクトゆうあい 

 

デイジー制作、モニタリングツアー、 

web ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ担当 

鳥羽市 地域の情報提供等 

松江市 地域の情報提供等 

地域のバリア

フリー情報発

信団体 

NPO法人バリアフリーネットワー

ク会議（沖縄） 

各地域の調査事業管理 

地域バリアフリー情報収集等 

カムイ大雪バリアフリーツアーセ

ンター 
地域バリアフリー情報収集等 

ゆにふりみやぎ 地域バリアフリー情報収集等 

NPOふくしまバリアフリーツアー

センター 
地域バリアフリー情報収集等 

NPO東京バリアフリーツアーセン

ター 
発地からの旅の情報発信 

NPO高齢者・障がい者の旅をサポー

トする会 
地域バリアフリー情報収集等 

伊豆バリアフリー研究会 地域バリアフリー情報収集等 

しまねユニバーサルデザイン研究

会 
地域バリアフリー情報収集等 

NPOトラベルフレンズとっとり 地域バリアフリー情報収集等 

NPO呉サポートセンターくれシェ

ンド 
地域バリアフリー情報収集等 

四国バリアフリーツアーセンター 地域バリアフリー情報収集等 

佐賀嬉野バリアフリーツアーセン

ター 
地域バリアフリー情報収集等 

NPOバリアフリーネットワーク九

州会議（福岡） 
地域バリアフリー情報収集等 

ICT事業者 NPO法人みんなのＩＣＴ web ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ担当 

株式会社ワコムアイティ システム構築担当 
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事業実施進行表 

 

＜実施スケジュール＞ 

※下記の様式に基づき、今年度の具体的な取り組みを記載すること。 

 

実施内容 

平成 22

年 

9月 

10月 11月 12月 
平成 23年

1月 
2月 3月 

地域協議会等開催 

 

◎鳥羽 

9/9-10 

 

 

 

 
◎嬉野 

12/21-22 

◎松江 

1/21 
 

◎松江 

3/11 

人材育成・活用方法の検討・決

定 

       

関連機器・設備、システムの検

討・決定 

       

関連機器・設備、システム等の

調達 

       

人材育成 

 

       

人材活用 

 

       

システム設計 

 

       

システム稼働 

 

       

実績報告作成 
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その他 

本事業により構築したウェブサイト 

 

[１]全国バリアフリー旅行情報 ポータルサイト  

http://www.barifuri.jp/portal/ 

 

トップページ 

 

 

 

http://www.barifuri.jp/portal/
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地域のページ 
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地域のページから地図を示す（グーグルマップ活用） 

 

 

施設の検索結果一覧 
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施設のバリアフリー情報 
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より詳細なバリアフリー情報（写真） 

 

 

これら施設情報が、サイト内の合計で 1400 にのぼる。 
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[２] 旅のコミュニティ（ＳＮＳ） 

http://www.barifuri.jp/sns/ 

 

 

旅のコミュニティ トップ 

 

http://www.barifuri.jp/sns/
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ブログ機能 

 

 

談話室機能 
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[３] 旅のカルテシステム 

https://www.barifuri.jp/kartep/ 

 

 

カルテの内容  この内容をバリアフリーツアーセンター間で共有できる 

 

https://www.barifuri.jp/kartep/
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[４] デイジー情報 

http://www.barifuri.jp/portal/page/daisy.html 

 

デイジー情報トップ 

http://www.barifuri.jp/portal/page/daisy.html
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デイジーの再生画面  観光地情報を音声読み上げで聞くことができる 


